仕様説明書【LastTextBox】


LastTextBox仕様説明
　■概要
　　本製品は、TextBoxを継承して機能拡張をしています。

　■拡張プロパティ
	名　称
	MaxLength

	型
	Integer

	設定値
	入力可能最大文字数

	説　明
	MaxLengthに0より大きい値が設定された時、MaxByteLengthに0を設定する。


　■追加プロパティ

	名　称
	MaxByteLength

	型
	Integer

	設定値
	入力可能最大バイト数

	説　明
	TextBoxに入力できる最大のバイト数を設定する。

入力した文字のバイト数が設定した値に達すると入力できなくなる。
例）MaxByteLength = 5 の場合

　「あ」と入力した場合　　　←２バイトなので入力可

　「あい」と入力した場合　　←４バイトなので入力可

　「あいう」と入力した場合　←６バイトなので、５バイト以内の「あい」のみ入力可

	補　足
	MaxByteLengthに0以上の値を設定した場合、MaxLengthは0になります。
MaxByteLengthに0を設定した時、MaxLengthが0の場合、MaxLengthは32767になります。


	名　称
	ChangeCharaSize

	型
	LastControl.LastTextBox.Change.NoChange
	変換しない（デフォルト）

	
	LastControl.LastTextBox.Change.ToWide
	全角変換

	
	LastControl.LastTextBox.Change.ToHalf
	半角変換

	設定値
	入力文字変換サイズ（列挙型）

	説　明
	TextBoxに入力した時点で、設定したサイズに変換される。ただし、漢字や特殊文字など、変換できない文字の場合は、そのまま表示される。


	名　称
	MotionPressEnter

	型
	LastControl.LastTextBox.Motion.NoMotion
	挙動なし

	
	LastControl.LastTextBox.Motion.InputEnter
	改行入力

	
	LastControl.LastTextBox.Motion.NextFocus
	次のコントロールへ移動

	設定値
	Enterキー押下時の挙動（列挙型）

	説　明
	Enterキーを押下した時に設定した挙動をする。
ただし、MultiLineがFalseの場合、設定値がInputEnterでもEnterは入力されない。


	名　称
	DefaultValue

	型
	String

	設定値
	未入力時のデフォルト値

	説　明
	TextBoxを未入力の状態で遷移した時、デフォルト値として表示する文字を設定する。

	補　足
	DefaultValueValidがFalseの場合、DefaultValueが入力されていても、IsInputedはFalseを返します。


	名　称
	DefaultValueValid

	型
	True
	有効

	
	False
	無効

	設定値
	未入力時のデフォルト値の有効/無効

	説　明
	DefaultValueが設定されていて、TextBoxに入力されている場合、それを有効な値として処理するかを設定する。

	補　足
	DefaultValueValidがFalseの場合、DefaultValueが入力されていても、IsInputedはFalseを返します。


	名　称
	DefaultValueDraw

	型
	True
	デフォルト値の描画設定を有効にする

	
	False
	既定通り

	設定値
	未入力時のデフォルト値の描画設定の有効/無効

	説　明
	未入力時のデフォルト値を表示するための文字色、背景色、フォントでTextBoxに描画するかを設定する。

	補　足
	DefaultValueDrawがTrueの場合、DefaultValueForeColor、DefaultValueBackColor、DefaultValueFontに設定された情報で描画します。


	名　称
	DefaultValueForeColor

	型
	Color

	設定値
	未入力時のデフォルト値の文字色

	説　明
	未入力時のデフォルト値を表示するための文字色を設定する。

	補　足
	DefaultValueDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	DefaultValueBackColor

	型
	Color

	設定値
	未入力時のデフォルト値の背景色

	説　明
	未入力時のデフォルト値を表示するための背景色を設定する。

	補　足
	DefaultValueDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	DefaultValueFont

	型
	Font

	設定値
	未入力時のデフォルト値のフォント

	説　明
	未入力時のデフォルト値を表示するためのフォントを設定する。

	補　足
	DefaultValueDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	PermitSurrogate

	型
	True
	入力可

	
	False
	入力不可

	設定値
	サロゲート文字の入力可/不可

	説　明
	サロゲート文字を入力可能にするかを設定する。


	名　称
	PermitSJIS2004

	型
	True
	入力可

	
	False
	入力不可

	設定値
	SJIS2004文字の入力可/不可

	説　明
	SJIS2004文字を入力可能にするかを設定する。


	名　称
	UnEnabledDraw

	型
	True
	非活性時の描画設定を有効にする

	
	False
	既定通り

	設定値
	非活性時描画設定の有効/無効

	説　明
	非活性時にテキストを表示するための文字色、背景色、フォントでTextBoxに描画するかを設定する。

	補　足
	UnEnabledDrawがTrueの場合、UnEnabledForeColor、UnEnabledBackColor、UnEnabledFontの設定された情報で描画します。


	名　称
	UnEnabledForeColor

	型
	Color

	設定値
	非活性時のテキストの文字色

	説　明
	非活性時のテキストを表示するための文字色を設定する。

	補　足
	UnEnabledDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	UnEnabledBackColor

	型
	Color

	設定値
	非活性時のテキストの背景色

	説　明
	非活性時のテキストを表示するための背景色を設定する。

	補　足
	UnEnabledDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	UnEnabledFont

	型
	Font

	設定値
	非活性時のテキストのフォント

	説　明
	非活性時のテキストを表示するためのフォントを設定する。


	補　足
	UnEnabledDrawがTrueの場合に有効になります。


	名　称
	SelectGotFocus

	型
	True
	テキストを選択する

	
	False
	既定通り

	設定値
	フォーカス取得時の選択有無

	説　明
	フォーカス取得時にテキストを選択するかを設定する。


	名　称
	NotWordWrap

	型
	True
	ワードラップ無効

	
	False
	ワードラップ有効

	設定値
	ワードラップ停止有効/無効

	説　明
	ワードラップを有効にするかを設定する。

	補　足
	MultiLineがTrueで、WordWrapがTrueの時に有効となります。
英字の単語が行をまたいでもワードラップしなくなります。


	名　称
	DelSpaceMethod

	型
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.NotDelete
	何もしない（デフォルト）

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.TrimHalf
	前後の半角スペースを削除

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.TrimWide
	前後の全角スペースを削除

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.TrimAll
	前後の半角／全角スペースを削除

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.DeleteHalf
	すべての半角スペースを削除

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.DeleteWide
	すべての全角スペースを削除

	
	LastControl.LastTextBox.DelSpace.DeleteAll
	すべての半角／全角スペースを削除

	設定値
	入力文字スペース除去方法（列挙型）

	説　明
	TextBoxに入力されている文字列を設定した方法でスペースを削除し、DeleteSpaceTextでその文字列を取得することが出来る。


　■追加プロパティ（読取専用）
	名　称
	GetByteLength

	型
	Integer

	設定値
	入力されているテキストのバイト数

	説　明
	入力されているテキストのバイト数を取得する。


	名　称
	ExistSurrogate

	型
	True
	サロゲート文字あり

	
	False
	サロゲート文字なし

	設定値
	サロゲート文字の有無

	説　明
	入力されているテキストにサロゲート文字が含まれているかチェックする。


	名　称
	ExistSJIS2004

	型
	True
	SJIS2004文字あり

	
	False
	SJIS2004文字なし

	設定値
	SJIS2004文字の有無

	説　明
	入力されているテキストにSJIS2004文字が含まれているかチェックする。


	名　称
	ExistEither

	型
	True
	サロゲート文字かSJIS2004文字あり

	
	False
	サロゲート文字かSJIS2004文字なし

	設定値
	サロゲート文字かSJIS2004文字の有無

	説　明
	入力されているテキストにサロゲート文字かSJIS2004文字のどちらかが含まれているかチェックする。


	名　称
	ExistBoth

	型
	True
	サロゲート文字とSJIS2004文字あり

	
	False
	サロゲート文字とSJIS2004文字なし

	設定値
	サロゲート文字とSJIS2004文字の有無

	説　明
	入力されているテキストにサロゲート文字とSJIS2004文字の両方が含まれているかチェックする。


	名　称
	IsInputed

	型
	True
	入力あり

	
	False
	入力なし

	設定値
	入力有無

	説　明
	入力されているかチェックする。

	補　足
	DefaultValueValidがFalseで、入力内容がDefaultValueの場合、未入力とみなしてFalseを返します。


	名　称
	GetLineCount

	型
	Integer

	設定値
	入力されているテキストの行数

	説　明
	入力されているテキストの行数を取得する。

	補　足
	入力されていない場合は０を返します。


	名　称
	GetCharCount

	型
	Integer

	設定値
	文字数

	説　明
	入力されているテキストの文字数を取得する。


	名　称
	DeleteSpaceText

	型
	String

	設定値
	スペース文字を削除した文字列

	説　明
	DelSpaceMethodプロパティによりスペース文字を削除した文字列を取得する。


　■サンプル画面

　　同梱されているTestWindow.exeを実行すると、LastTextBoxの利用できるサンプル画面が

　　表示されます。
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　１．LastTextBox
　　本製品。以下のプロパティを設定したもの。

・MultiLine = True
・ScrollBars = Vertical

　２．通常のTextBox①（フォーカス移動テスト用）
　　TabStopプロパティの値がLastTestBoxの前に設定してある。

　３．通常のTextBox②（フォーカス移動テスト用）
　　TabStopプロパティの値がLastTestBoxの後に設定してある。

　４．ChangeCharaSizeプロパティ設定

　　①「NoChange」を選択した場合

　　　LastTextBoxに入力した内容は、何も変換されずに通常の入力が行われる。
　　②「ToWide」を選択した場合

　　　LastTextBoxに入力した半角文字が、全角文字に変換される。

　　　全角文字はそのまま入力される。
　　③「ToHalf」を選択した場合

　　　LastTextBoxに入力した全角文字が、半角文字に変換される。

　　　半角文字はそのまま入力される。

　５．DefaultValueプロパティ設定
　　①例として、「入力してください」を入力する。
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②LastTextBoxにフォーカスを当てた後、空欄の状態のまま他のコントロールにフォーカスを
移動すると、LastTextBoxに「入力してください」が表示される。
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LastTextBoxにフォーカスを当てる　　　　　　　　 フォーカスを他のコントロールへ移動

③「入力してください」が表示されている状態（未入力と同じ意味）で、LastTextBoxに

　フォーカスを当てると、空欄になる。
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　　フォーカスが他のコントロールにある状態　　　　　LastTextBoxにフォーカスを当てる

　　注）LastTextBoxにDefaultValueプロパティの値が表示されている状態で、DefaultValue

プロパティの値を変更した後、LastTextBoxにフォーカスが当たっても、通常の入力と

同じ扱いになります。（空欄になりません）

　６．DefaultValueDrawプロパティ設定

①Trueを設定した場合
　DefaultValueを表示する際に、以降で説明するDefaultValueBackColor, DefaultValueForeColor,

DefaultValueFontに設定されている値で描画する。
②Falseを設定した場合

　DefaultValueを表示する際に、TextBoxの既定プロパティのBackColor, ForeColor, Fontに

設定されている値で描画する。

　７．DefaultValueBackColorプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、「色の設定」画面が表示される。選択した色が

DefaultValueを表示する際の背景色になる。
　８．DefaultValueForeColorプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、「色の設定」画面が表示される。選択した色が

DefaultValueを表示する際の文字色になる。

　９．DefaultValueFontプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、フォント指定ダイアログが表示される。

指定した内容がDefaultValueを表示する際の文字情報になる。

　１０．DefaultValueValidプロパティ設定

　　①Trueを設定した場合

DefaultValueが有効な値（入力した値）として認識される。LastTextBoxにフォーカスを

当てた後、空欄の状態のまま他のコントロールにフォーカスを移動すると、LastTextBoxに

DefaultValueが表示される。

その状態で、再度LastTextBoxにフォーカスを当てた時、DefaultValueは消えずにそのまま

表示される。

②Falseを設定した場合
　「５．DefaultValueプロパティ設定」と同様になる。

　１１．MaxByteLengthプロパティ設定

　　設定した値のバイト数のみ入力が可能になる。
　１２．MotionPressEnterプロパティ設定

　　①「NoMotion」を選択した場合

　　　LastTextBoxでEnterキーを入力しても、何も挙動しない。

　　②「InputEnter」を選択した場合

　　　LastTextBoxでEnterキーを入力すると、改行する。

　　　ただし、MultiLineプロパティがFalseの場合は、何も挙動しない。

　　③「NextFocus」を選択した場合
　　　LastTextBoxでEnterキーを入力すると、次のコントロールにフォーカスが移動する。
　　　Enterキーを入力したい場合は、Alt＋Enterキーを入力する。
　１３．NotWordWrap

　　①Trueを設定した場合

　　　通常のTextBoxでは、単語(半角英数字のかたまり)が複数行にわたるような入力をした場合、

その単語は次の行の先頭へ移動する（「②Falseを設定した場合」を参照）が、NotWordWrapに

Trueを設定した場合、入力した文字が次の行の先頭に表示される。


　　　上記の入力の“f”の後に“g”を入力　　　　　　“g”が次の行の先頭に表示される
　　②Falseを設定した場合


　　　上記の入力の“f”の後に“g”を入力　　　　　　“abcdefg”が単語として、次の行の先頭へ

　１４．PermitSurrogateプロパティ設定

　　①Trueを設定した場合

サロゲート文字の入力を許可する。

②Falseを設定した場合

サロゲート文字の入力を許可しない。

　１５．PermitSJIS2004プロパティ設定

　　①Trueを設定した場合

SJIS2004の文字の入力を許可する。

②Falseを設定した場合

SJIS2004の文字の入力を許可しない。

　１６．SelectOnFocusプロパティ設定

　　①Trueを設定した場合

フォーカスを取得した時、入力されている内容を選択状態にする。

②Falseを設定した場合

通常のTextBoxと同様。

　１７．UnEnabledDrawプロパティ設定

①Trueを設定した場合

　LastTextBoxのEnabledプロパティがFalseの場合、以降で説明するUnEnabledBackColor, 

UnEnabledForeColor, UnEnabledFontに設定されている値で描画する。

②Falseを設定した場合

　LastTextBoxのEnabledプロパティがFalseの場合、TextBoxの既定プロパティのBackColor,

ForeColor, Fontに設定されている値で描画する。

　１８．UnEnabledBackColorプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、「色の設定」画面が表示される。選択した色が

LastTextBoxのEnabledプロパティがFalseの時に表示する背景色になる。

　１９．UnEnabledForeColorプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、「色の設定」画面が表示される。選択した色が

LastTextBoxのEnabledプロパティがFalseの時に表示する文字色になる。

　２０．UnEnabledFontプロパティ設定

　　設定値表示欄の右にあるボタンをクリックすると、フォント指定ダイアログが表示される。

指定した内容がLastTextBoxのEnabledプロパティがFalseの時に表示する文字情報になる。

　２１．DelSpaceMethodプロパティ設定

DelSpaceTextプロパティに設定する文字列のスペース文字削除方法を設定する。

　２２．ExistSurrogateプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティにサロゲート文字が存在する場合、Trueを返す。

　２３．ExistSJIS2004プロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティにSJIS2004の文字が存在する場合、Trueを返す。

　２４．ExistEitherプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティにサロゲート文字かSJIS2004の文字が存在する場合、Trueを返す。

　　（両方含まれる場合もTrueを返す）

　２５．ExistBothプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティにサロゲート文字とSJIS2004の文字が存在する場合、Trueを返す。

　　（どちらか一方しか含まれない場合、Falseを返す）
　２６．GetByteCountプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティに入力されているバイト数を返す。

　２７．GetLineCountプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティに入力されている行数を返す。

　　（空欄の場合は、０行とする）

　２８．IsInputedプロパティ取得

　　LastTextBoxに入力されている場合、Trueを返す。

　　ただし、DefaultValueが設定されており、DefaultValueValidがFalseの場合、入力されている
　　値は有効ではないので、Falseを返す。




　　LastTextBoxに「DefaultValueは無効」と表示されているが、DefaultValueValidがFalseのため、

　　表示されている内容は無効になるので、IsInputもFalseを戻している。

　２９．GetCharCountプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティに入力されている文字数を返す。

　３０．DelSpaceTextプロパティ取得

　　LastTextBoxのTextプロパティに入力されている文字からDelSpaceMethodで設定された方法で

スペース文字を削除した文字列を返す。

　３１．(TextBox)Enabledプロパティ設定

　　LastTextBoxが継承しているTextBoxの既定プロパティ。

　３２．(TextBox)MaxLengthプロパティ設定

　　LastTextBoxが継承しているTextBoxの既定プロパティ。

　３３．(TextBox) Lengthプロパティ取得

　　LastTextBoxが継承しているTextBoxの既定プロパティ。

　３４．(Panel)Enabledプロパティ設定

　　LastTextBoxが乗っているPanelの既定プロパティ。

　　PanelのEnabledを変更すると、上に乗っているLastTextBoxのEnabledもPanelと同じように

変更される。
■動作環境（確認している環境）

　Microsoft Windows XP

　　Microsoft Windows 7
　　Microsoft .NET Framework 4.0 以上

■著作権その他
　　このプログラムはフリーウエアです。ご自由にお使いください。

　　なお、著作権は作者である私が保有しています。

　　転載は自由ですが、事後でも結構ですのでメールを頂ければありがたいです。

　　本ソフトを運用した結果については、作者は一切責任を負えないのでご了承ください。
　■ソースコードのご購入について

　　ソースコードのご購入を希望される方は、以下のアドレスにご連絡ください。

　　Mail: ks_abroad@hotmail.com
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